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人も地域も輝く
　　緑豊かな原村

Vegetable Country

HARAMURA

「
活
力
の
あ
る
村
」
を
目
指
し
て　

―

平
成
23
年
度
施
政
方
針

　

常
日
頃
村
勢
発
展
へ
の
ご
協
力
ご
理
解
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
「
住
民

の
幸
せ
に
は
健
康
が
第
一
」
を
柱
に
、
総
て
に
渡
っ
て
満

遍
無
く
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す

る
予
算
は
37
億
円
で
あ
り
、
八
ヶ
岳
西
麓
広
域
農
道

（
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
）
事
業
が
終
了
し
て
以
来
の
大
型
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
広
域
農
道
の
よ
う
な
大
き

な
建
設
事
業
で
予
算
が
膨
ら
ん
だ
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
予

算
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
す
。
積
極
的
に
住
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
の
景
気
は
引
き
続
き
厳
し
く
、
景
気
対
策
に

力
を
入
れ
、
雇
用
対
策
を
重
視
し
、
村
内
企
業
に
は
各

種
の
制
度
資
金
を
も
っ
て
当
た
っ
て
い
ま
す
。
勤
労
者

生
活
資
金
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
農
業
関
係
で
は
農
作

物
安
値
対
策
の
他
、
各
種
対
策
事
業
は
例
年
ど
お
り
と

し
、
新
規
就
農
後
継
者
育
成
支
援
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

米
粉
普
及
、
県
営
農
道
保
全
、
水
路
補
修
や
暗
梁
排

水
、
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
等
の
新
事

業
も
入
れ
ま
し
た
。

　

観
光
も
落
ち
込
み
が
激
し
い
の
で
、
新
た
な
情
報
発

信
事
業
と
し
て
観
光
案
内
所
を
起
こ
す
他
、
原
村
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
村
有
施
設
樅
の
木

荘
、
文
化
園
、
美
術
館
に
も
手
を
入
れ
、
集
客
の
相
乗

効
果
を
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
で
も
村
内
循
環
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
更
に
利
用
し
や
す
く
す
る
と
共
に
、
観
光
向
け
周
遊

コ
ー
ス
を
実
践
大
学
校
を
発
着
点
に
運
行
し
、
関
係
者

の
利
便
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
本
村
最
大
の
特
徴
で
あ
る
福
祉
医
療
給
付
金
は

増
額
し
て
更
な
る
需
要
に
備
え
る
こ
と
と
し
て
、
老

人
、
子
ど
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
障
が
い
者
、
世
帯
主
と

も
従
来
ど
お
り
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
支
援

も
ま
た
第
３
子
以
上
の
保
育
料
無
料
化
を
中
心
に
、
第

２
子
の
半
額
、
保
育
料
軽
減
平
均
16
％
と
従
来
ど
お
り

行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
活
性
化
の
た
め
の
若
者
定
住
促
進
の
住
宅
補
助
も

従
来
ど
お
り
と
し
、
婚
活
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。
学
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子
ど
も
事
業
も
従
来
ど

お
り
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
も
大
切
で
各
種
検
診
、
予
防
接
種
補
助

の
他
、
健
康
づ
く
り
事
業
に
も
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
、
小
児
肺
炎
球
菌
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
補
助
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
処
理
は
自
治
体
と
し
て
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
原
村
の
排
出
量
は
増
え
て
い
ま
す
。

経
費
削
減
の
た
め
、
是
非
減
量
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

消
防
施
設
で
は
、
払
沢
上
新
住
宅
団
地
に
防
火
水
槽

新
設
、
ま
た
中
新
田
の
防
火
水
槽
の
水
漏
れ
防
止
も
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
原
村
は
ス
テ
イ
タ
ス
を
高
め
、
特
徴
の

あ
る
一
流
の
村
を
目
指
し
て
、
原
村
カ
ラ
ー
を
確
立
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
教
育
、
文
化
、

芸
術
と
い
っ
た
分
野
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
力
し
て

行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
学
校
１
年
生
で
の
30
人
規
模
学
級
を
他
に
先
駆
け

て
実
践
す
る
と
共
に
、
村
費
で
の
教
員
を
確
保
し
、
き

め
細
か
な
学
習
到
達
度
を
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
郷
土
出
身
の
勝
れ
た
芸
術
家
で
あ
る
清
水
多
嘉

示
氏
の
彫
刻
作
品
を
ブ
ロ
ン
ズ
化
し
、
美
術
館
の
収
蔵

品
を
充
実
し
、
住
民
の
情
操
向
上
に
寄
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
美
術
館
は
多
嘉
示
、
隺
仙
の
作
品
や
縄
文

の
出
土
品
と
共
に
、
そ
の
建
物
そ
の
も
の
が
設
計
者
村

野
藤
吾
氏
の
芸
術
で
あ
り
、
原
村
の
誇
る
べ
き
宝
と
心

得
て
い
ま
す
の
で
、
共
に
大
切
に
顕
彰
賞
揚
し
て
行
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

37
億
円
と
い
う
大
き
な
予
算
で
す
が
、
財
政
的
に
は

大
丈
夫
で
あ
ろ
う
か
、
御
懸
念
の
向
き
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
常
に
歳
入
を
検
討
し
な
が
ら
長
期

見
通
し
を
も
っ
て
の
需
要
へ
の
対
応
で
あ
り
、
本
年
度

も
基
金
の
取
り
崩
し
は
極
力
減
ら
し
、
起
債
は
地
方
交

付
税
の
代
替
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
主
な
も
の
で

す
か
ら
、
心
配
の
な
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
な
く
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
周

辺
自
治
体
に
引
け
を
取
ら
な
い
村
政
運
営
で
村
勢
を
発

展
さ
せ
、
い
つ
ま
で
も
人
口
の
増
え
る
村
で
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
り
な
い
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

→

原
村
長

　
　
　

清
水　

澄

平成２３年度施政方針
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予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

日
本
経
済
も
不
況
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
い

ま
だ
に
続
い
て
お
り
、雇
用
情
勢
や
景
気
の
動
向
が

不
安
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
平
成
23
年
度
の
予
算
編

成
で
は
あ
り
ま
す
が
、削
減
可
能
な
事
務
事
業
は
削

減
し
つ
つ
も
、景
気
・
雇
用
対
策
の
積
極
的
な
展
開
、

児
童
・
生
徒
の
健
全
な
る
育
成
と
子
育
て
支
援
な
ど

を
重
点
施
策
と
し
て
編
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

新年度予算のあらまし

■
一
般
会
計　

○
予
算
規
模

  

平
成
23
年
度
当
初
予
算
で
は
、
地

方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
の
伸
び

を
背
景
と
し
て
、
歳
出
科
目
全
般

に
お
い
て
積
極
的
な
施
策
等
の
導

入
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
雇
用
創

出
事
業
の
増
額
や
福
祉
・
予
防
、
教

育
部
門
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策

の
拡
充
、
児
童
生
徒
を
と
り
ま
く

環
境
整
備
費
用
の
増
額
を
受
け
、
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
前
年
度

当
初
予
算
額
を
2.5
％
上
回
る
37
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入
の
状
況

　

歳
入
の
構
成
比
で
は
、本
年
度
も

地
方
交
付
税
が
40
・
0
％
と
最
も
大

き
く
、続
い
て
村
税
が
21
・
3
％
、以

下
、国
庫
支
出
金
、村
債
、諸
収
入
、

県
支
出
金
、繰
越
金
、地
方
譲
与
税

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。                          

　

歳
入
で
最
も
増
加
し
た
科
目
は

地
方
交
付
税
で
、前
年
度
よ
り
12
・

1
％
、１
億
６
０
０
０
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。次
い
で
県
支
出
金

 

が
雇
用
創
出
事
業
な
ど
に
よ
り
４

３
４
６
万
円
、国
庫
支
出
金
が
子
ど

も
手
当
交
付
金
の
増
額
に
よ
り
２
６

０
５
万
円
増
加
し
ま
し
た
。減
少
し

た
科
目
と
し
て
は
、村
債
が
24
・
7
％
、

８
１
０
０
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、村

税
が
２
４
９
９
万
円
、繰
入
金
が
２

３
７
１
万
円
、諸
収
入
が
２
１
１
４

万
円
の
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

村
税
で
は
、個
人
住
民
税
が
長

　
　
　
　

期
化
す
る
雇
用
情
勢
の

悪
化
を
踏
ま
え
、8.5
％
減
の
２
億
８

７
４
６
万
円
を
、法
人
住
民
税
に
つ

い
て
は
前
年
度
と
同
額
の
３
０
０
０

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
、家
屋
の
新
増
築
に
よ

り
0.9
％
増
の
４
億
２
４
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
で
は
、「
地
域
活

　
　
　
　
　
性
化
・
雇
用
等
対
策
費
」

に
対
応
し
た
加
算
措
置
や
村
債
に
対

す
る
交
付
税
算
入
の
増
額
に
よ
る
基

準
財
政
需
要
額
の
伸
び
を
見
込
み
、

普
通
交
付
税
で
前
年
度
に
対
し
１
億

６
０
０
０
万
円
増
の
14
億
３
０
０
０

万
円
を
、特
別
交
付
税
は
前
年
度
と

同
額
の
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

譲
与
税
及
び

交
付
金
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方

揮
発
油
譲
与
税
及
び
自
動
車
重
量

譲
与
税
と
も
に
前
年
度
と
同
額
と
し
、

地
方
譲
与
税
総
額
で
９
２
０
０
万

円
を
計
上
し
た
ほ
か
、地
方
消
費
税

交
付
金
及
び
自
動
車
取
得
税
交
付

金
に
つ
い
て
も
現
行
の
景
気
動
向
・エ

コ
カ
ー
減
税
の
継
続
に
よ
り
前
年
度

と
同
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。地
方

特
例
交
付
金
に
つ
い
て
は
、子
ど
も

手
当
特
例
交
付
金
の
増
額
も
あ
り

７
０
０
万
円
増
の
１
６
０
０
万
円

と
し
ま
し
た
。

村
債
で
は
、臨
時
財
政
対
策
債

　
　
　
　

が
交
付
税
財
源
の
不
足

か
ら
相
当
額
の
振
替
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、地
方
債
計
画
を
参
考
に
前

年
度
よ
り
７
０
０
０
万
円
減
の
２

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か

農
業
基
盤
整
備
事
業
債
や
防
災
基

盤
整
備
事
業
債
の
借
入
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、総
額
で
は
前
年
度
比
24
・

7
％
減
の
２
億
４
７
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

基
金
繰
入
金
で
は
、前
年
度
に

　
　
　
　

対
し
２
３
７
１
万
円
減

の
７
１
５
４
万
円
で
、減
債
基
金
６

０
０
０
万
円
の
ほ
か
、ふ
る
さ
と
水

と
土
基
金
１
０
８
４
万
円
、奨
学
基

金
70
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特集

新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か
な
原
村
」
に
向
け
て

村税　7億8769万円
村民税、固定資産税など
村に納める税金

諸収入　2億2168万円
村の預金の利子や貸付金
の元利収入など

繰越金　1億3000万円
前年度から今年度に
持ち越されたお金

繰入金　7154万円
基金などを取り崩し、
歳入に充てるもの

・分担金及び負担金
・財産収入
・使用料及び手数料
・寄付金

5865万円
2143万円
2649万円
10万円

その他の自主財源　1億667万円

県支出金　2億688万円
村の特定の仕事に対して
県から交付されるお金

国庫支出金　2億5254万円
村の特定の仕事に対して
国から交付されるお金

地方譲与税　9200万円
自動車重量税など本来
地方税に属される税金を
国が徴収し、
村に譲与されたお金

村債　2億4700万円
村が外部から調達した
資金（借金）

地方交付税　14億8000万円
行政サービスの一定水準の確保
のため、所得税などの国税の
一部が国より交付されるお金
　

・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金
・利子割交付金
・交通安全交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金

6000万円
2300万円
1600万円
250万円
150万円
70万円
30万円

その他の依存財源　1億400万円

一般会計の歳入

21.3%

6.0%

3.5%
1.9%
2.9%

40.0%

6.8%

6.7%
5.6%
2.5%
2.8%

３７億円
歳　入

自主財源（35.6％）
13億1758万円

依存財源（64.4％）
23億8242万円

7億8769万円
村税の内訳

村民税（個人）
2億8746万円

入湯税
72万円（0.1%）

村民税（法人）
3000万円

固定資産税
4億2400万円

軽自動車税
2250万円（2.9%）

たばこ税
2300万円（2.9%）

会　計　名
一般会計
　　国民健康保険事業会計
　　国保直営診療施設会計
　　有線放送事業会計
　　農業者労働災害共済会計
　　老人保健会計
　　後期高齢者医療会計
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出

　　水道会計

　　下水道会計

２3年度予算額
37億円

9億1700万円
7600万円
3120万円
110万円

0円
6400万円

1億5617万円
1億4102万円
2400万円

1億6644万円
3億6640万円
2億6165万円

564万円
2億1143万円

２2年度予算額
36億1000万円
8億5200万円
7600万円
3100万円
110万円
18万円

6320万円
1億5095万円
1億3718万円
2400万円

2億5020万円
3億7711万円
2億6872万円

140万円
2億1121万円

対前年比
2.5％
7.6％
0.0％
0.6％
0.0％
皆減
1.3％
3.5％
2.8％
 0.0％

－33.5％
‒2.8％
‒2.6％
302.6％
0.1％

特

別

会

計
　

企

業

会

計

36.5%

3.8%
53.8%

会計別予算額

平成23年度一般会計は
３７億円



新年度予算のあらまし

　

■
一
般
会
計　

歳
出
の
状
況

　

歳
出
を
科
目
別
に
み
る
と
、
民
生

費
が
27
・
1
％
と
歳
出
総
額
の
4

分
の
1
以
上
を
占
め
、
以
下
、
総
務

費
、
教
育
費
、
土
木
費
、
衛
生
費
、
商

工
費
、公
債
費
、農
林
業
費
、消
防
費
、

議
会
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
加
と
な
っ
た
科
目
で
は
、
民
生

費
が
子
ど
も
手
当
の
増
額
や
介
護

保
険
関
連
負
担
金
等
の
増
額
に
よ
り

5
4
2
9
万
円
の
増
と
最
も
大
き

く
、続
い
て
農
林
業
費
、議
会
費
、公

債
費
、
衛
生
費
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
減
少
し
た
科
目
及
び
額
で

は
、
総
務
費
が
役
場
庁
舎
耐
震
補
強

改
修
工
事
等
の
減
に
よ
り
6
1
3
9

万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
で
は
、公
共
交
通
推
進

　
　
　
　

事
業
を
増
額
し
循
環
車

両
の
年
間
の
実
証
運
行
に
要
す
る
費

用
２
０
０
７
万
円
を
計
上
、新
た
に

住
民
基
本
台
帳
外
国
人
登
録
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
６
３
０
万
円
、県
議

会
議
員
選
挙
２
７
６
万
円
、村
長
選

挙
３
５
２
万
円
、村
議
会
議
員
選
挙

４
２
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、地
域
包
括
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
の
委
託
費
４
０

１
万
円
を
新
規
に
計
上
し
た
ほ
か
、

子
ど
も
手
当
を
増
額
し
１
億
７
２

２
１
万
円
と
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か

継
続
事
業
と
し
て
、障
害
者
自
立
支

援
法
関
係
扶
助
費
等
９
４
０
４
万

円
、介
護
保
険
広
域
連
合
負
担
金
８

５
０
８
万
円
、老
人
医
療
費
特
別
給

付
金
８
０
８
０
万
円
、国
保
会
計
繰

出
金
６
７
９
９
万
円
、後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
負
担
金
６
３
０
８

万
円
な
ど
高
額
な
予
算
を
要
す
る

事
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

衛
生
費
で
は
、予
防
費
と
し
て

　
　
　
　

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
補
助
７
９
７
万
円
、ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
接
種
補
助
５
６
７
万
円
、子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

５
３
９
万
円
を
新
規
に
計
上
し
た

ほ
か
、公
害
対
策
費
で
は
、生
活
排

水
基
盤
図
整
備
費
用
３
０
５
万
円

を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、継

続
分
と
し
て
、諏
訪
南
行
政
事
務
組

合
負
担
金
８
１
３
３
万
円（
ご
み
処

理
分
７
６
９
６
万
円
、斎
場
分
４
３

７
万
円
）、諏
訪
中
央
病
院
組
合
負

担
金
５
４
１
２
万
円
、南
諏
衛
生
施

設
組
合
負
担
金
５
４
０
２
万
円
が

大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
業
費
で
は
、農
業
振
興
費

　
　
　
　

等
と
し
て
新
規
就
農
後

継
者
育
成
支
援
事
業
１
２
０
万
円
、

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
補
助

２
０
０
万
円
、米
粉
普
及
促
進
消
費

拡
大
事
業
75
万
円
を
新
た
に
計
上
、

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
補
助

を
増
額
し
３
９
５
５
万
円
と
し
ま

し
た
。一
方
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
戦

略
作
物
生
産
拡
大
関
連
基
盤
緊
急

整
備
事
業
３
８
６
０
万
円
を
新
規

に
計
上
、継
続
事
業
と
し
て
県
営
事

業（
農
道
保
全
整
備
事
業
・
中
山
間

総
合
整
備
事
業
・
か
ん
が
い
排
水
事

業
）負
担
金
５
４
７
５
万
円
、土
地

改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

８
３
９
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

商
工
費
で
は
、商
工
振
興
費
と

　
　
　
　

し
て
新
た
に
商
工
振
興
補

助
金
５
０
０
万
円
、工
業
団
地
調
整

池
維
持
工
事
３
９
０
万
円
を
計
上
、

中
小
企
業
支
援
の
た
め
の
村
制
度
資

金
預
託
金
１
億
３
５
０
０
万
円
、利

子
補
給
金
７
０
０
万
円
は
前
年
度

と
同
額
と
し
ま
し
た
。観
光
費
で
は
、

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
管
理
委
託

２
９
０
０
万
円
の
ほ
か
、新
規
事
業

と
し
て
、観
光
情
報
発
信
強
化
事
業

２
１
０
万
円
、自
然
文
化
園
非
常
用

照
明
・
ト
イ
レ
等
改
修
２
８
３
万

円
、振
興
公
社
退
職
積
立
金
清
算
金

９
８
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
木
費
で
は
、下
水
道
会
計
へ

　
　
　
　

の
負
担
金
及
び
補
助
金

と
し
て
総
額
２
億
６
０
０
０
万
円

を
、継
続
事
業
と
し
て
、道
路
維
持

補
修
工
事
２
０
４
０
万
円
、社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業（
旧
ま
ち

交
事
業
）２
０
３
０
万
円
、村
単
道

路
改
良
事
業
７
６
３
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
規

事
業
と
し
て
、道
路
台
帳
管
理
シ
ス

テ
ム
作
成
業
務
委
託
３
９
４
８
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

消
防
費
で
は
、常
備
消
防
に

　
　
　
　

係
る
広
域
連
合
負
担
金

１
億
２
４
７
８
万
円
の
ほ
か
、継
続

事
業
と
し
て
、地
震
災
害
等
に
備
え

た
避
難
場
所
案
内
板
の
設
置
60
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。新
規
事
業
で

は
、防
火
水
槽
設
置
・
漏
れ
止
め
工

事
６
２
２
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
費
で
は
、学
校
教
育
施
設

　
　
　
　

の
整
備
と
し
て
、中
学
校

教
室
棟
大
規
模
改
修
工
事
及
び
監

理
委
託
７
４
２
０
万
円
、小
学
校
職

員
室
等
改
修
・
周
辺
整
備
工
事
３
１

５
万
円
、教
員
住
宅
設
備
改
修
工
事

２
５
２
万
円
を
新
た
に
計
上
し
ま
し

た
。ま
た
、社
会
教
育
関
係
と
し
て

は
、八
ヶ
岳
美
術
館
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造

及
び
石
台
工
事
９
０
１
万
円
を
新

規
事
業
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

性
質
別
で
み
る
と
、補
助
費

　
　
　
　
　
　

等
が
22
・
3
％
を
占

め
、次
い
で
人
件
費
が
21
・
2
％
、物

件
費
17
・
1
％
、扶
助
費
11
・
9
％
、

普
通
建
設
事
業
費
8.0
％
、公
債
費

7.3
％
、繰
出
金
6.8
％
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。前
年
度
と
の
比
較
で
は
、扶

助
費
が
子
ど
も
手
当
等
の
増
額
に
よ

り
５
２
４
０
万
円
の
増
額
、物
件
費

が
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
に
よ
り

５
１
９
４
万
円
の
増
と
な
っ
た
ほ

か
、人
件
費
、公
債
費
が
そ
れ
ぞ
れ

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。逆
に
減
少
し

た
項
目
と
し
て
は
、普
通
建
設
事
業

費
が
６
４
８
８
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・総務管理費
・徴税費
・住民基本台帳費

4億567万円
5304万円
3156万円

総務費　5億524万円
役場の庁舎管理など
全般的な事務経費

・社会福祉費
・児童福祉費

5億9506万円
4億759万円

民生費　10億305万円
高齢者や障害者、児童の
ための福祉全般の経費

・保健衛生費
・清掃費

1億8157万円
1億5470万円

衛生費　3億3627万円
各種検診やごみ処理など
の経費

・農業費
・林業費　

2億3527万円
170万円

農林業費　2億3697万円
ほ場整備事業など
農業全般的な経費

議会費　7776万円
原村議会運営のための経費

・商工振興費
・観光費
・中央高原管理費

1億6415万円
1083万円
7168万円

商工費　2億7251万円
商工業の振興や観光事業などの経費

・道路橋梁費
・下水道費

1億5276万円
2億6000万円

土木費　4億1825万円
道路・河川などを整備する経費

・小学校費
・中学校費
・社会教育費

5440万円
5686万円

1億2334万円

・常備消防費
・非常備消防費
・消防施設費

1億2478万円
2239万円
824万円

教育費　4億1989万円
小・中学校などの運営や
社会教育などの経費

公債費　2億6937万円
村が借りているお金を
返済するための経費

消防費　1億5869万円
消防・防災にかかる経費

0.1%

予備費　
200万円

2.1%

13.6%

27.1%

9.1%6.4%

7.4%

11.3%

4.3%

11.3%

7.3%

３７億円
歳出（性質別）

義務的経費（40.4％）
14億9620万円

投資的経費（8.0％）
2億9675万円

その他経費（51.6％）
19億705万円

人件費　7億8494万円
職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として支払われる
経費

扶助費　4億4189万円
児童福祉法等に基づき
被扶助者に対し支給する
経費など

公債費　2億6937万円
村が借りているお金を
返済するための経費

普通建設事業費　2億9675万円
道路、橋梁、学校、庁舎の建設や
大規模改修事業に要する経費

・貸付金
・維持補修費
・積立金
・予備費

1億4222万円
3178万円
2255万円
200万円

繰出金　2億5173万円
一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費

物件費　6億3110万円
消費的性質の経費

その他　1億9855万円

補助費等　8億2567万円
各種団体や個人に支払われる
補助金、負担金などの経費

21.2%

11.9%

7.3%

8.0%
22.3%

17.1%

6.8%
5.4%

地方公共団体が行う事業を目的別に分類するもので、
行政サービスの水準や行政上の特色などを知ること
ができます。

一般会計の歳出 性質別
地方公共団体の経費を性質別に分類するもので、
義務的経費、投資的経費、その他の経費に区分できます。
義務的経費は、人件費、扶助費、公債費で、
支出が義務づけられている経費です。
投資的経費は、道路や公共施設の建設といった行政水準の
向上にかかる経費で、普通建設事業費で構成されます。

般会 計の歳出 科目別一

7 6

３７億円
歳出（科目別）



9 8
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特　

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
情
報

村
づ
く
り
通
信

行
政
情
報

保
健
・
福
祉
の
掲
示
板

新年度予算のあらまし

平 成23年 度
主な事業金額は１万円未満を四捨五入

しています。●は新規事業です。

健康と幸せを誇れる福祉の村づくり
●結婚活動推進事業

●生きがいデイサービス事業

●地域活動支援センター委託事業

●入所施設改修負担金

●障害者自立支援法関係扶助

●広域連合負担金（八ヶ岳寮）

●地域福祉推進事業

●世帯主医療特別給付

●障がい者医療費特別給付

●高齢者等生活支援（福祉輸送サービス・　　ホームヘルパー等）

●老人施設入所措置費

●敬老年金（村単）

●老人医療費特別給付金

●地域包括支援センター委託

●配食サービス事業（高齢者）

●介護保険関連　広域連合負担金

●後期高齢者医療広域連合負担金

●広域入所委託料

●子ども医療特別給付

●子育てフォローアップ事業

●こども手当

●通園補助

●子育て支援特別事業

●ひとり親家庭等医療費給付事業

●諏訪中央病院組合負担金

●各種検診等委託

●人間ドッグ・特定健診補助

●定期予防接種委託

●小児季節性インフルエンザ予防接種補助

●子宮頸がん予防ワクチン接種補助

●小児肺炎球菌ワクチン接種補助

●ヒブワクチン接種補助

●妊婦・乳幼児検診等委託

80万円

248万円

508万円

125万円

9,404万円

370万円

426万円

910万円

1,887万円

1,251万円

1,388万円

575万円

8,080万円

401万円

468万円

8,508万円

6,308万円

640万円

1,830万円

270万円

17,221万円

130万円

3,399万円

197万円

5,412万円

744万円

180万円

566万円

230万円

539万円

797万円

567万円

744万円

人と自然を大切にした住みよい村づくり
●公共交通推進事業

●若者定住促進事業

●不法投棄防止啓発看板作成

●諏訪南行政事務組合（火葬場）

●生活排水基盤図整備委託（緊急雇用）

●合併浄化槽・排水処理施設補助

●アスベスト飛散防止対策事業補助

●可燃ごみ収集運搬

●資源物収集運搬・選別保管処理

●諏訪南行政組合負担金（ごみ処理）

●南諏衛生施設組合負担金

●道路台帳管理システム作成業務委託（緊急雇用）

●道路維持補修工事

●建設資材支給事業

●道路除雪委託

●村単道路改良事業

●社会資本整備総合交付金事業（旧まち交）

●交通安全対策

●護岸工事

●下水道事業会計負担金・補助金

●防火水槽設置工事・漏れ止め工事

2,007万円

1,000万円

59万円

437万円

305万円

1,168万円

154万円

1,320万円

765万円

7,696万円

5,402万円

3,948万円

2,040万円

360万円

400万円

763万円

2,030万円

566万円

250万円

26,000万円

622万円

●中学生海外ホームステイ事業

●人づくり視察研修補助事業

●小中学校遠距離通学補助

●私立幼稚園通園・就園奨励補助金

●生ごみ処理機保守点検業務委託

●中学校大規模改修工事監理委託

●中学校教室棟大規模改修工事

●小学校職員室棟改修、学校周辺整備工事

●教員住宅設備改修工事

●学童クラブ運営

●ＴＴ職員設置費

●ＡＬＴ派遣事業

●放課後子ども事業

●遺跡発掘調査費

●阿久遺跡整備事業（針葉樹伐採）

●ブロンズ鋳造委託、石台工事

273万円

115万円

126万円

201万円

236万円

420万円

7,000万円

315万円

252万円

841万円

298万円

410万円

251万円

920万円

360万円

901万円

環境と共生した活力のある村づくり
●村有林保育事業

●野菜花卉作期拡大事業

●農作物安値対策事業

●有機栽培産地確立事業

●新規就農後継者育成支援事業

●有害鳥獣被害防護柵等補助

●有害鳥獣被害対策協議会補助

●中山間地域直接支払制度補助

●建設資材等支給事業

●戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業

●県営中山間総合整備事業

●県営農道保全整備事業

●県営かんがい排水事業

●土地改良施設維持管理適正化事業

●米粉普及促進消費拡大事業

●農地流動化補助（村単）

●工業団地調整池維持工事

●勤労者生活資金預託金

●商工業者活性化事業補助

●商工会事業運営補助

●原村企業ガイドブック作成補助金

●商工振興補助金

●制度資金補償料補給金

●中小企業振興資金利子補給金

●村制度資金預託金

●観光情報発信強化事業（観光協会委託）

●八ヶ岳観光圏負担金

●樅の木荘、もみの湯地デジテレビ

●文化園オストメイト対応トイレ設置

●文化園非常用照明等蓄電池取替、管理棟トイレ改修工事

285万円

336万円

1,227万円

300万円

120万円

60万円

200万円

3,955万円

80万円

3,860万円

1,350万円

3,750万円

375万円

839万円

75万円

400万円

390万円

650万円

130万円

540万円

25万円

 500万円

900万円

700万円

13,500万円

210万円

85万円

105万円

100万円

183万円

計画推進の方策
●村単役場庁舎改修工事

●諏訪広域連合負担金（経常経費）

●おらほうの村づくり事業

●地域団体等支援事業（コミュニティ助成）

●地域イントラネット運営

●よいしょ祭補助

●外国人登録システム改修委託

●県議会議員選挙

●村長選挙

●村義議会議員選挙

●村農業委員会委員選挙

●経済センサス

499万円

601万円

255万円

400万円

923万円

270万円

630万円

276万円

352万円

423万円

197万円

55万円

人と文化を育む村づくり

■
特
別
会
計
・
企

業
会
計

　

平
成
23
年
度
の
特
別
会
計
及
び

企
業
会
計
の
予
算
規
模
は「
会
計
別

予
算
額
」の
と
お
り
で
す
。　　
　
　

■
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計 
　

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、医
療

費
の
伸
び
を
考
慮
し
、前
年
度
に
対

し
7.6
％
増
の
9
億
１
７
０
０
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
保
険
給
付
費
を
7.9
％

増
の
５
億
６
９
４
６
万
円
と
し
、後

期
高
齢
者
支
援
金
に
１
億
２
５
６

４
万
円
、特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
等
や
保
健
予
防
事
業
の
推
進
を

図
る
た
め
保
健
事
業
費
に
１
８
１

３
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施

設
　

歳
入
で
は
、診
療
報
酬
や
、生
活

習
慣
病
等
の
受
診
に
よ
る
診
療
報
酬

が
安
定
し
、予
防
接
種
や
健
診
等
を

加
え
た
診
療
収
入
は
前
年
度
並
み
の

７
０
４
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、総
務
費
に
医
療
シ
ス

テ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
購
入
費
用

４
１
５
万
円
を
、医
業
費
に
超
音
波

検
査
装
置
の
購
入
費
用
１
２
５
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

■
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計

　

昭
和
62
年
の
有
線
放
送
ケ
ー
ブ
ル

網
の
敷
設
に
あ
た
り
、費
用
の
一
部
を

村
が
負
担
し
た
こ
と
で
回
線
使
用
料

は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、設
備

の
更
新
や
管
理
な
ど
の
た
め
、使
用

料
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
た
め
、新
た
に
回
線
使
用
料

１
４
２
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

施
設
運
営
費
に
つ
い
て
は
例
年
並

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
財
源
と
し
て
、

加
入
者
負
担
金
、農
協
施
設
維
持
負

担
金
の
ほ
か
、不
足
分
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
に
よ
り
調
整
し
ま

し
た
。

■
農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計

　

災
害
補
償
金
に
つ
い
て
、前
年
度

並
の
94
万
円
を
見
込
ん
だ
た
め
、予

算
総
額
で
も
前
年
度
と
同
額
の
１
１

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
財
源
と
し
て
農
労
災
共
済
掛

金
・
基
金
繰
入
金
・
財
産
運
用
収
入

等
に
よ
り
調
整
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

は
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
行
っ
て
い
ま
す
。村
で
は
、特

別
会
計
で
医
療
給
付
に
関
す
る
申

請
・
届
出
の
受
付
事
務
や
保
険
料
の

徴
収
事
務
を
行
い
、広
域
連
合
に
対

し
て
保
険
料
等
負
担
金
を
納
付
し
て

い
ま
す
。予
算
総
額
は
前
年
度
よ
り

1.3
％
増
の
６
４
０
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。こ
の
財
源
と
し
て
主
な

も
の
は
保
険
料
及
び
一
般
会
計
繰
入

金
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、配
水
管
布

設
替
工
事（
判
之
木
、中
央
高
原
地

区
）９
７
０
０
万
円
、減
圧
弁
取
替

工
事（
柳
沢
、中
新
田
地
区
）４
２
０

万
円
、深
井
戸
掘
削
工
事（
原
山
地

区
）４
９
２
０
万
円
、と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

資
本
的
支
出
は
基
金
積
立
金
減

額
の
た
め
33
・
５
％
減
の
１
億
６
６

４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

■
下
水
道
事
業
会
計　
　
　
　

　

主
な
歳
出
で
は
、流
域
下
水
道
建

設
負
担
金
４
０
１
万
円
、企
業
債
元

利
償
還
金
２
億
５
３
６
４
万
円
、水

道
事
業
会
計
へ
の
長
期
借
入
元
利
償

還
金
２
５
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　


